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平成 23 年 04 月 07 日 「がんばる手紙」

こんにちは、ウサヒの中の人です。

今日は 3月中の僕の周りのことと、

いただいたお手紙のことを少し書きます。

3 月 11 日。

出張で来ていた東京お台場の国際展示場で、僕は地震にあいました。

展示室の天井の一部が落ちてきたり、外に出るとビル火災が起きていたり

一瞬、映画みたいだなと思ってしまうほどでした。

直後に電車の運休とレインボーブリッジの閉鎖によって、

一時的に孤島となったお台場で一夜をすごし

次の日、去年まで僕が住んでいた神奈川の家へと帰りました。

その後、朝日町役場と連絡を取り無事を確認したものの、

停電や、燃料不足とのこともあり

4 月まで関東で待機していることが決まったのでした。



東北のことは役場の人との電話と、

テレビのニュースで知ることが出来ましたが、

それでも、4 日前までいた場所がなんだかすごく遠い場所に感じられました。

4 月 4 日

やっと朝日町に帰ってくることができました。

ただ、一番大変な時にこの町にいなかったことで

なんともいえない後ろめたさが僕の心に影を落としていました。

そんな時でした

アパートに戻ると玄関の郵便受けに一通のはがきが入っていました。

佐藤さんへ 町民より

とだけ書かれた宛名の裏にはこんなメッセージが入っていました。



負けるな

折れるな

泣いてもいいけど

がんがれウサヒの中の人

・・・「がんがれ」って、

カッコいい言葉なのに・・・なんて残念な締めくくり・・・

（蛍光ボールペンの脱力イラストもなんか存在感がある）

誰がくれたかわからないけれど、



その、なんか間に抜けた勇気の言葉に

僕はひとりで笑って、ついでに泣いたりしたのでした。

自分のやるべきことを考える時間はたっぷりいただきました。

4 月、新たなスタートを

僕はこの言葉を胸に走っていこうと思います。

桃色ウサヒのよりいっそうの 「がんがり」 に

皆さんどうぞご期待ください。


